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局所治療（手術）
☞Ⅳ-1-①，CQ3

局所治療（放射線）
☞Ⅳ-1-②

陰茎温存術
・環状切除術
・レーザー治療
・亀頭剥離・再建術
・Mohs 顕微鏡手術

・拡大局所切除術
・亀頭摘除術

放射線療法（radical） 放射線療法（palliative）

陰茎
部分切断術

陰茎
全切断術

全除精術

T分類

Tis/Ta T1 T2 T3 T4

T1a T1b 亀頭に限局小径
残存
陰茎長

術前化学療法

原発巣に対する診療アルゴリズム

非触知鼠径リンパ節に対する診療アルゴリズム（cN0）

DSNB/modified ILND

ILND経過観察

原発巣病理によるリスク分類

低リスク
Tis/Ta/T1, G1

中リスク
T1, G2

高リスク
Any T, G3 or ≥T2

脈管浸潤（LVI）

術中迅速病理診断にてリンパ節転移

無

無 有

有 or 評価不能

cN0

☞Ⅲ-4-②

☞Ⅲ-2-①, CQ2
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触知鼠径リンパ節に対する診療アルゴリズム（cN1-2）

modified ILND

経過観察

穿刺吸引細胞診（FNAC）可否

陽性 陽性

不可可能

陰性

再検

陽性

陰性

陰性

ILND

cN1-2 ☞Ⅳ-2-①, CQ4

鼠径リンパ節生検

FNAC

骨盤リンパ節に対する診療アルゴリズム（cN3、pN1-3）

cN3

鼠径リンパ節転移
片側のみ，≤2 個

（pN1）

鼠径リンパ節転移
片側のみ，≥3 個 or 両側

（pN2）
節外進展あり

（pN3）
奏効（CR/PR）

or
病勢安定（SD）

病勢進行（PD）
or

切除不可

ILND

術前化学療法

経過観察 PLND（片側 or 両側＊＊＊） 経過観察，または
局所制御目的の

化学療法，放射線療法

pN1-3pN0

＊

＊＊

＊ 片側転移のみだが，転移数 2 個の pN1 症例：同側 PLND もオプション
＊＊ 両側転移だが，片側 1 個ずつで節外進展なしの pN2 症例：経過観察もオプション
＊＊＊ 両側 PLND：両側合計 4 個以上の転移ありの症例などで検討

Ⅳ-2-①, CQ5☞ ☞


